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調
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四
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）

一
二
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３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
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４
　
調
査
担
当
者
　
八
重
樫
忠
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

特
別
史
跡
無
量
光
院
跡
は
平
泉
町
の
中
心
市
街
地
の
北
側
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ

東
北
本
線
平
泉
駅
の
北
側
約
六
五
〇
ｍ
に
あ
た
る
。
指
定
地
の
西
際
を
Ｊ
Ｒ
東

北
本
線
が
縦
断
し
、
土
塁
の
一

部
を
破
壊
し
て
い
る
。
今
回
報

告
す
る
木
簡
が
出
上
し
た
第
四

次
調
査
区
は
、
特
別
史
跡
無
量

光
院
跡
を
め
ぐ
る
土
塁
の
北
西

角
に
位
置
し
て
お
り
、
旧
奥
州

醐

道
中
に
よ
り
上
塁
が
削
平
さ
れ

一　
た
と
考
え
ら
れ
る
現
地
表
面
と

く

北
側
の
低
地
で
あ
る
猫
間
が
淵

と
は
、
約
三
ｍ
の
高
低
差
が
あ
る
。
調
査
区
で
は
土
塁
版
築
、
整
地
層
、
溝
、

畝
状
遺
構
、
土
坑
、
井
戸
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
出
土
遺
物
は
か
わ
ら
け

（細

片
が
多
く
、
遣
存
度
四
割
以
上
の
か
わ
ら
け
は
九
点
の
み
）、
国
産
陶
器
五
点
、
輸
入

陶
磁
器
三
点
で
、
陶
磁
器
類
の
量
は
少
な
い
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
井
戸
状
遺
構
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
壽
木
が
出
土

し
た
が
、
そ
の
全
容
数
は
二

一
〇
〇
点
で
、
そ
の
う
ち

一
五
二
点
が
完
形
で
あ

る
。
折
敦
を
転
用
し
た
壽
木
が
多
数
を
占
め
る
が
、
竹
製
の
壽
木
が

一
二

一
点

含
ま
れ
る
。
木
製
の
壽
木
は
、
転
用
折
敷
を
割
っ
た
ま
ま
無
調
整
の
も
の
と
側

面
や
端
部
を
調
整
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
前
者
が
大
半
で
あ
る
。
側
面
調
整
を

有
す
る
も
の
は
四
四
点

答内
人
点
は
端
部
調
整
も
行
な
己ゝ
、
端
部
調
整
を
行
な
う

も
の
は
七
〇
占
質
内
人
点
は
側
面
調
整
も
行
な
う
）
で
あ
る
。

壽
木
の
中
で
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
七
点
あ
る
。
墨
書
が
明
瞭
な
も
の

は
②
い
い
の
三
点
で
、
①
①
Ｏ
⑦
の
四
点
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
上
下

や
文
字
は
不
明
で
あ
る
。
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⑪
②
Ｏ
は
、
細
長
く
薄
い
板
材
の
両
脇
を
割
っ
た
も
の
で
、　
一

端
が
折
れ
る
。
い
は
、
細
長
く
薄
い
板
材
の
両
脇
を
割
っ
た
も
の

で
、　
一
方
の
先
端
が
半
月
状
を
な
す
。
刀
状
の
形
代
か
。
完
形
で

両
面
に
墨
書
あ
り
。
⑬
⑬
は
、
細
長
く
薄
い
板
材
の
両
脇
を
割
っ

た
も
の
で
、　
一
端
が
折
れ
る
。
⑭
は
、
細
長
く
薄
い
板
材
の
両
脇

を
割
っ
た
も
の
で
、
両
端
が
折
れ
る
。
幅
と
比
べ
て
や
や
厚
み
が

あ
り
棒
状
を
呈
す
る
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
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